
埼玉大学教職大学院説明会
2023年6月16日(金)14:40～15:40

Zoomで参加している方へ
①カメラとマイクをOFFにしてご参加ください。
②Zoom表示名を「所属・氏名」としてください。

この状態で参加
してください。

①

表示名を
所属・氏名に
してください。

②



埼玉大学教職大学院
説明会
2023年6月16日

埼玉大学マスコットキャラクター メリンちゃん

本日の流れ

① 専攻長挨拶 （宇佐見 専攻長）

② 埼玉大学教職大学院の概要 （宇佐見 専攻長）

③ 教職大学院の学修内容について （竹澤 先生）

④ 実地研究とは （石田 先生）

⑤ 大学院入試情報について （近藤 先生）

⑥ 現役院生の言葉 （教職大学院１年 赤間大樹さん）
（教職大学院２年 小浦一さん）

⑦ 質疑応答 



埼玉大学教職大学院
説明会
2023年6月16日

②埼玉大学教職大学院の概要
○入学定員 52名
○入学者数 R4 学卒院生 41名 現職院生 13名

R5 学卒院生 31名 現職院生 13名

→学卒入学者のうち、3人に1人は他大学出身の学生です。

○教員数 87名 うち専任教員18名（実務家教員8名）

○学費
入学料 ２８２，０００円（予定額）
授業料 ２６７，９００円［前期分（予定額）］

 ５３５，８００円［年額（予定額）］
※上記費用の他、保険加入などの費用がかかります。

○取得できる学位 教職修士（専門職）



埼玉大学教職大学院
説明会
2023年6月16日

③教職大学院の学修内容について

埼玉大学教職大学院ではどのようなことが学べるの？

埼玉大学教職大学院ではどのようなことが研究できるの？

学卒と現職教員や他のサブプログラムとの交流、勉強の機会はあるの？

研究科カリキュラム委員会



埼玉大学教職大学院がめざす教師像 （パンフレットＰ.３）



ディプロマ・ポリシー（修了認定・学位授与方針）



新しい時代の変化にも対応した
教職大学院の
3つのねらい

協働して取り組む の育成

新しい時代の変化にも対応し
の育成

実践的な の充実



１．協働して取り組む共同探究力の育成
•  複雑化し多様化する学校現場の問題の解決のために発揮される

• 組織として教育活動に取り組む体制づくりに積極的に参画し、自らの専

門性を発揮しながら協働して問題解決を図る資質・能力を育成 チーム

学校の体制づくりの中核を担う教員

• 学校内外の他職種との協働（養護教諭、スクール・カウンセラーなどの

心理領域の職種、スクール・ソーシャルワーカーなどの福祉領域の職種）、

他校種連携（幼児教育と小学校、インクルーシブ教育など）、学校外の関

連専門機関や、地域の専門職・専門的人材との連携が求められる中、そ

れぞれとつながりながら問題を解決することができる教師

• 「現代的・地域的教育課題の共同探求（ジョイント・リサーチ）」の設置



２．高度な教材開発力・教科指導力の育成
• 高水準の教科特有の知識・技能の習得や探究を基盤としながら、自

 分の授業実践の向上を可能にする教材研究・授業研究の力量を形成

• 「主体的・対話的で深い学び」「社会に開かれた教育課程」など、授

 業改善や新しい教科領域にまたがる教育内容の開発、カリキュラム・

 マネジメントを推進する協働的な教員集団の中核としてその力量を発

 揮できる教員

• 教科横断・分野交流の活動を取り入れた教科教育に関する共通科目

 の設定を特色としている。自分の専門教科だけでなく他の教科のト

 ピックや課題に触れることで、新しい教育内容の開発ににつながる高

 度な教科教育力の育成を行う



３．教員の実践的力量の向上に欠かせない
実践的な省察の充実

• 複雑な要素が絡む学校現場の問題状況に対し、学校教育の当事者の

中核として問題解決を図ることのできる教員

• 現場の閉塞状況を打破するために、問題が生じている固有の子どもや

教室の中で特定の文脈や状況を適切に読み解く省察の在り方が問題

解決の成否を握っている

• 「理論と実践の往還」の過程で、それぞれを架橋していくもの

• 「実地研究Ⅰ・Ⅱ」の充実とその振り返りを含む「学校と教職の課題探求

（グループ・カンファレンス）」の強化



課程名 専攻名 プログラム名 サブプログラム名 教科名

専門職

学位課程

教職実践

専攻

総合教育高度化

プログラム 

学校構想サブプログラム

特別支援教育サブプログラム

学校保健サブプログラム

子ども共育サブプログラム 教育学／幼児教育

教科教育高度化

プログラム 

言語文化系教育サブプログラム 国語／英語

社会系教育サブプログラム

自然科学系教育サブプログラム 算数・数学／理科

芸術系教育サブプログラム 音楽／図画工作・美術

身体文化系教育サブプログラム

生活創造系教育サブプログラム 技術／家庭

サブプログラム（教科）について （パンフレットＰ.３）



卒業に必要な科目と単位数
科目区分 単位数 履 修 方 法

共通科目（５領域） １６

共通必修科目（２単位×４領域、４単位×１領域）＋サブプログラムごとに定め

られた領域内４単位

※所属するサブプロクラムが指定する科目以外の共通科目については、履修

はできるが、修了要件には入らない。

実地研究Ⅰ・Ⅱ １０

必修 ただし、養護教諭免許→実地研究Ⅰ・Ⅱ（学校保健）

ただし、特別支援免許→実地研究Ⅰ・Ⅱ（特別支援教育）を履修

※短期履修制度利用の現職教員は、実地研究Ⅱの６単位を教育現場での経

験により審査の上履修免除とする。

課題研究Ⅰ・Ⅱ ４

必修 ただし、養護教諭免許→課題研究Ⅰ・Ⅱ（学校保健）

ただし、特別支援免許→課題研究Ⅰ・Ⅱ（特別支援教育）を履修

※短期履修制度利用の現職教員は通常年限の院生が2年次に履修する課題

研究Ⅱを冬期休業中に集中して履修する。

サブプログラム科目 １０ サブプログラムごとに設定した必修または選択必修の科目

選択科目 ６
上記の「サブプログラム科目１０単位」以外の全サブプログラム科目及び「現代

的・地域的教育課題の共同探求」から選択

合計 ４６

（パンフレットＰ.6，7）



★共通科目 ５領域 １６単位履修
＊印は全員必修 他はサブプログラム指定の必修

教育課程の編成・実施に関する領域

教育課程の課題探求 ＊

子ども共育の理論と実践

教科の教育課程構成論

教科等の実践的な指導方法に関する領域

教科指導の課題探求 ＊

特別支援教育の課題探求

教科指導の発展・応用

生徒指導、教育相談に関する領域

生徒指導・教育相談の課題探求 ＊

特別支援教育コーディネータ演習

子供の発育発達と保健室における養護教諭の実践

学級経営、学校経営に関する領域

教育経営の課題探求 ＊

学校構想の理論と実践

現代の健康問題と学校保健の実践的課題

学校教育と教員の在り方に関する領域
学校と教職の課題探求 ＊

学校課題改善演習

小計（14科目） 「学校と教職の課題探求」のみ通年４単位、他は半期２単位



★共通科目の特色

• 「学校と教職の課題探求」のみ、通年開講の４単位、授業展開のなか

で講義・講義と演習に加えて、実地研究での学校の経験に基づいた

省察と対話を含む「グループ・カンファレンス」を取り入れて授業を構

成する。テーマに沿った専門性を持つ大学教員とともに、定期的に実

地研究の振り返りを行う。

• 他の４つの必修科目（＊印２単位）は、ターム制を利用し２コマ連続の

１/４学期、を２クラス設定

・・・講義と演習を連続した時間設定で効果的に実施するため



★課題研究Ⅰ・Ⅱ
• 課題研究Ⅰは、学校現場での教育実践に触れることを通して、教育実践に

 関する課題意識を明確にし、教育実践に係わる基礎的事項の学修を進め、

 教職および教育実践力の高度化に資する研究を行うことを目的とする。

• 課題研究Ⅱは、実地研究やその他の教育実践への関与 により、教育実践

 についての課題意識に即した探究を継続し、指導教員との協議のもと、定

 期的にリフレクションを行いながら、その研究成果を課題研究報告書にまと

 める。

• 課題研究のテーマは、院生個々の興味や専門性を生かして設定し、主・副

 の複数の指導教員が指導する体制をとる。

• ２月に開催される教育実践フォーラムで研究成果を発表する課題研究発表

 会を行う。



★選択科目

• 「現代的・地域的教育課題の共同探求（ジョイント・リサーチ）」

教育に関わる現代的かつ横断的な問題、埼玉県という地域に関わる
問題に関して、多様なスタッフや院生が、課題設定から成果公表の
過程を協働しグループでの研究を行う。学校を中心としたいくつかの
フィールドを行き来しながら、問題を多角的に検討する内容とする。

• 「探求活動演習Ⅰ・Ⅱ」（修了要件外）

将来博士課程への進学を志望しているものを対象として、院生が強
い興味関心を持つ特定の分野について、それを専門とする教員の指
導を直接受けながら個人での探究活動を行う。



取得できる免許状の種類
プログラム名 サブプログラム名 種類 教科

総合教育高度化プログラム

学校構想サブプログラム

小学校教諭専修免許状

中学校教諭専修免許状
国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健
体育、保健、技術、家庭、英語

高等学校教諭専修免許状
国語、地理歴史、公民、数学、理科、音楽、
美術、工芸、書道、保健体育、保健、看護、
家庭、情報、農業、工業、商業、福祉、英語

特別支援教育サブプログラム
特別支援学校教諭
専修免許状

知的障害者、肢体不自由者、病弱者

学校保健サブプログラム 養護教諭専修免許状

子ども共育サブプログラム

小学校教諭専修免許状

中学校教諭専修免許状
国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健
体育、保健、技術、家庭、英語

高等学校教諭専修免許状
国語、地理歴史、公民、数学、理科、音楽、
美術、工芸、書道、保健体育、保健、看護、
家庭、情報、農業、工業、商業、福祉、英語

幼稚園教諭専修免許状

（総合教育高度化プログラム）



取得できる免許状の種類

プログラム名 サブプログラム名 種類 教科

教科教育高度化プログラム

言語文化系教育サブプログラム
社会系教育サブプログラム
自然科学系教育サブプログラム
芸術系教育サブプログラム
身体文化系教育サブプログラム
生活創造系教育サブプログラム

小学校教諭専修免許状

中学校教諭専修免許状

国語、社会、数学、
理科、音楽、美術、
保健体育、保健、
技術、家庭、英語

高等学校教諭専修免許状

国語、地理歴史、
公民、数学、理科、
音楽、美術、工芸、
書道、保健体育、
保健、看護、家庭、
情報、農業、工業、
商業、福祉、英語

（教科教育高度化プログラム）



埼玉大学教職大学院の特色
・学卒院生と現職院生が共に学ぶ授業構成
・サブプログラム、分野の垣根を越えた学び
・研究者教員と実務家教員がタイアップした指導体制

個々の専門性の育成
＋

校種や専門の垣根を越え
協同して問題を解決する教師の育成



埼玉大学教職大学院
説明会
2023年6月16日

④実地研究とは

大学で教育実習に行ったけどもう一度教育実習に行くの？

実習先はどのようなところがあるの？

実地研究ってどんなことをするの？

研究科実地研究委員会



• 学校の教育活動全体について総合的に体験し、教育実践上の課
題に対するより効果的な思考法（省察）と対応力を身につける
こと

期待される成果
学校組織の一員としての実践力の向上

研究活動の深化、まとめ

実地研究の目的



科目名（時期） 実習校での実践研究活動
大学院での
研究活動

実地研究Ⅰ
（1年次後期）

期間
週2日木・金×8週の計16日間

課題研究Ⅰ

児童生徒の実態及び発達
の理解と学校教育の全体
構造とを関連づける。 

ねらい
学校教育における実践を深く理解
することを目標とし、実地研究校
で実習を行う。 

実地研究Ⅰ



科目名（時期） 実習校での実践研究活動
大学院での
研究活動

実地研究Ⅱ
（2年次前期）

期間：週2日木・金×12週、
または、週4日火・水・木・金
×6週の計24日間

課題研究Ⅱ

実践の成果をもとに、
各自設定した研究
テーマの深化につな
げる。

ねらい
実地研究Ⅰにおける気づきをより深
める形で学校の様々な教育場面にお
ける多様な教育実践に臨床的に関わ
ることを意図する。

実地研究Ⅱ



• 教員免許状の取得を主なねらいとする実習。

• 授業の行い方、指導案の作成の仕方など授業を中心とした指導を学
校の先生に依頼。

教育実習

• 既に教員免許を取得している院生。

• 実地研究校における教育活動全般について総合的に体験。学校現場
で起こる様々な課題・問題について主体的に解決するための方策を
研究する高度な実務実習。

• 院生は、理想とする教師像を明確にし、その教師像に近づくことが
できるよう、授業や教育活動に参加。

• 院生も学校を支えていく教員の一員としての意識をもって実習。

実地研究

「実地研究」と「教育実習」の違い



教育実習は



実地研究は



• 実地研究Ⅱでは、実地研究Ⅰやその後の研究活動をふまえ、学
校教育における教育実践研究を実施できるように12（６）週に
わたる24日間の実習を設定。

• 実地研究Ⅱは、課題研究Ⅱとの往還を重視し、研究テーマの深
化につながる実践に努めるとともに、実地研究Ⅰにおける気づ
きをより深める形で学校の様々な教育場面における多様な教育
実践に臨床的に関わることを意図。

• 以上の実地研究Ⅰ・Ⅱを通して、学校組織の一員として、実践
力を高めることを目指す。

※課題研究のための実践活動を主たる目的としていません

実地研究ⅠとⅡの違い



埼玉大学教職大学院
説明会
2023年6月16日

⑤大学院入試情報について

埼玉大学マスコットキャラクター メリンちゃん

研究科アドミッション委員会



入試の種類について

1．一般選抜 （第1期、第2期）

2．現職教員等特別選抜 （第1期、第2期）

3．指定校推薦特別選抜 （第1期、第2期）

4．学部内推薦特別選抜 （第1期、第2期）

※ 1．一般選抜、3．指定校推薦特別選抜、4．学部内推薦特別選抜は

第3期の募集を行う場合があります。



選抜区分ごとの要件









学生募集日程



一般選抜 指定校推薦特別選抜



一般選抜 指定校推薦特別選抜



現職教員等特別選抜



現職教員等特別選抜



学部内推薦特別選抜



学部内推薦特別選抜



学部内推薦特別選抜



受験科目等











埼玉大学教職大学院
説明会
2023年6月16日

埼玉大学マスコットキャラクター メリンちゃん

⑥現役院生の言葉

 
教職大学院１年

学校構想サブプログラム
赤間 大樹さん



私の大学院の紹介
学校構想サブプログラム

教職実践専攻1年

赤間大樹



ここに入学したきっかけ

• コロナ禍で失った学生生活を取り戻したい

• もう少し教職（教育学）について知識や自分の考えを深めたい

•埼玉県の教職を目指すなら、埼玉県の教職に詳しい大学院に進学
したい



授業の様子

【大学の授業】

・基本は学生50～100人程度に対し、
教授は1人の集団講義

・基本は講義を受けるだけで、ディス
カッションの時間はほとんどない

・グループでの発表活動が多かった

・教授にはメール等で質問するしか方
法がなかった

【大学院の授業】

• 基本は少人数授業（学生5～6人程度
に対して教授が3人程度）

• グループディスカッションが授業内活
動の半分以上を占める

• 自分で探究課題を見つけ、調査し、発
表する授業もある

• 教授に授業内容等を直接質問できる



入学後の感想

•大学生の時に学びきれなかった教育分野の理論や課題を勉強する
ことができ、すごく楽しい！

•現職の先生方と一緒に勉強できるため、すごく良い刺激になる！

•他教科、他分野を専攻している院生とも意見を交換することができ、
自分の知見が深まる！

•院生と教授の仲がすごく良い！



ご清聴ありがとうございました。

院生一同心からお待ちしております！



埼玉大学教職大学院
説明会
2023年6月16日

埼玉大学マスコットキャラクター メリンちゃん

⑥現役院生の言葉
 

教職大学院２年
生活創造系教育サブプログラム(技術)

小浦 一さん



埼玉大学教職大学院
説明会
2023年6月16日

⑦質疑応答

埼玉大学マスコットキャラクター メリンちゃん

・Zoom参加の方はチャットにて質問内容をお送りください。

・対面参加の方はお近くのマイクを使用して質問してください。



お知らせ

〈教職大学院のHPで過去問題が公開されました。〉
・過去問題閲覧の際は、フォームに回答する必要があります。
・フォームに回答後、送付されるパスワードを入力して閲覧ください。
・閲覧できる過去問題は過去3年分です。
・年度によっては試験を実施していないサブプログラムがあります。

過去問題閲覧の詳細については、
「埼玉大学教育学研究科 過去問題閲覧」と検索
または、

教育学研究科HPトップページより

受験生の方〉過去問題閲覧 でご確認ください。
埼玉大学マスコットキャラクター メリンちゃん



埼玉大学教職大学院
説明会
2023年6月16日

本日はご参加いただき
ありがとうございました。

最後にアンケートの
ご協力をお願いします。

埼玉大学マスコットキャラクター メリンちゃん

アンケート回答はこちら→
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